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①ａｘ＋ｂｙ＝ｃを満たす整数の xと yを推理する。

（試しに、ｘに 1、2を入れてみる。当てはまるｙが分かれば、ok であるが、

ダメな時はもう一回チャレンジして、ｘに 5 を入れてみる。）

②もし、該当する x＝p（整数）と y＝q（整数）があったとき。

一つだけ解を言う時は、

ｘ＝ｐ

ｙ＝ｑ

が答えとなる。

また、一般解を答える時は次の形となる。

ｘ＝ｐ－ｂｋ（k は整数）

ｙ＝ｑ＋ａｋ（k は整数）

③もし、該当する xと yが見つからないとき。

次のような方法で求める。（始めからこのやり方でやっても良い。）

｜a｜＞｜b｜とするとき、ａ＝ｂｍ＋ｅ（ｍ、ｅは整数）より

ａｘ＋ｂｙ＝ｃ

ｂｙ＝ｃ－ａｘ

＝cー（ｂｍ＋ｅ）ｘ

ｙ＝（ｃ－ｂｍｘ－ｅｘ）／ｂ

＝－ｍｘ＋（ｃ－ｅｘ）／ｂ

ｃ－ｅｘ＝ｂｎ（ｎは整数）とおくと、

ｙ＝－ｍｘ＋ｎ………（Ａ）

また、変形して、

ｘ＝（ｃ－ｂｎ）／ｅ

ｎに 1、2、3 などを代入して、ｘが整数になるのを探す。

その結果、ｘ＝ｐ（整数）………（Ｂ）ならば、そのｎと

これを（Ａ）に代入して、ｙ＝ｑ（整数）

一つだけ解を言う時は、ｘ＝ｐ、ｙ＝ｑ が答えとなる。

また、一般解を答える時は次の形となる。

ｘ＝ｐ－ｂｋ（k は整数）

ｙ＝ｑ＋ａｋ（k は整数）



（例１） １次不定方程式１５ｘ＋２８ｙ＝４の１つの解を求めよ。

１５ｘ＝４－２８ｙ  （２８＝１５・２－２より）

ｘ＝｛４－（３０－２）ｙ｝／１５

＝（４－３０ｙ＋２ｙ）／１５

＝－２ｙ＋（４＋２ｙ）／１５

４＋２ｙ＝１５ｎとおくと

ｘ＝－２ｙ＋ｎ

ｙ＝（１５ｎ－４）／２

より、

ｎ＝２のとき、ｙ＝２６／２＝１３（整数）

ｘ＝－２・１３＋２

＝－２４

したがって、１つの解は、ｘ＝－２４，ｙ＝１３

（例２） １次不定方程式１４ｘ－１１ｙ＝７００のすべての解を求めよ。

１１ｙ＝１４ｘ－７００  （１４＝１１＋３より）

ｙ＝｛（１１＋３）ｘ－７００｝／１１

＝（１１ｘ＋３ｘ－７００）／１１

＝ｘ＋（３ｘ－７００）／１１

３ｘ－７００＝１１ｎとおくと

ｙ＝ｘ＋ｎ

ｘ＝（７００＋１１ｎ）／３

より、

ｎ＝１のとき、ｘ＝７１１／３＝２３７（整数）

ｙ＝２３７＋１

＝２３８

したがって、すべての解は、

ｘ＝２３７＋１１ｋ（ｋは整数）

ｙ＝２３８＋１４ｋ（ｋは整数）


